
とき・11/1（土）～1/18（日）
ところ・2階展示室
内容・野島康三（1889-1964）は浦
和に生まれ、明治末期から大正
期にかけて、絵画の影響を色濃
く受けた写真作品を制作しまし
た。後には新興写真の動向に身
を置き、『光画』や国画会写真部
などに発表しました。加須出身
の斎藤与里（1885-1959）は、京
都で洋画を学んだのち渡仏。帰国後は西洋の新しい芸術思潮
を広めながら、次第に南画等の影響も受け、晩年には故郷の加
須に取材した伸びやかな画風を追究しました。この展覧会で
は、画廊経営者やコレクター、あるいは評論家や教育者として
同時代の美術を支えたことでも知られるそれぞれの作家の足
跡を辿るとともに、大正期における二人の交流にも着目しな
がら、関連作家の作品や資料を交え、両者が美術に注いだ眼差
しにも迫ります。
観覧料・一般1400円（1120円）、大高生1120円（900円）
　※ (　)内は20名以上の団体料金
　※ 中学生以下と障害者手帳等をご提示の方(付き添い1名を含む)は無料
　※ 企画展観覧券（ぐるっとパスを除く）をお持ちの方は、併せてMOMASコレク
ションもご覧いただけます。

《関連イベント》
◯ 「深掘り！スライドトーク：兜屋画堂とその周辺」
　2名の担当学芸員による、展覧会の内容をさらに深掘りするレ
クチャーです。
　とき・1月4日（日）15：00～16：30（開場は14:30）
　ところ・2階講堂／定員・80名(当日先着順)／費用・無料

とき・2/7（土）～5/10（日）
　※ 会期中、一部作品の展示替えがあります。
　　 前期：3/29（日）まで、後期：3/31（火）から
ところ・2階展示室
内容・1982年に開館した埼玉県立近代美
術館は、継続的な収集活動により、現在
4,000点以上の作品を収蔵していま
す。この展覧会では、その中から学芸部
スタッフが各々の視点で作品を選び、
リサーチの成果をもとに展示します。
7つの独立したテーマを設け、コレク
ションを掘り下げていく、短編小説の
アンソロジーのような展覧会です。美
術館の主要な仕事のひとつである「収蔵作品の調査研究」を通
じて、作品や資料のさらなる解明を試み、コレクションの新た
な見方や、通常はなかなかご覧いただけない側面をご紹介し
ます。
観覧料・一般1000円（800円）、大高生800円（640円）
　※ (　)内は20名以上の団体料金
　※ 中学生以下と障害者手帳等をご提示の方(付き添い1名を含む)は無料
　※ 企画展観覧券（ぐるっとパスを除く）をお持ちの方は、併せてMOMASコレク
ションもご覧いただけます。

《関連イベント》
◯ 講演会
　講師・山本由梨（近代日本美術研究者）
　とき・3/7（土）15:00～16:30（開場は14:30）
　ところ・2階講堂／定員・80名(当日先着順)／費用・無料
◯ アーティスト・トーク
　出演・奥山民枝（本展出品作家）／聞き手：当館学芸員
　とき・3/15（日）15:00～16:00（開場は14:30）
　ところ・2階講堂／定員・80名(当日先着順)／費用・無料
◯ ミュージアム・レクチャー
　講師・相澤邦彦（ヤマト運輸（美術）スペシャルアドヴァイザー
／コンサヴァター）
　とき・3/22（日）15:00～16:30（開場は14:30）
　ところ・2階講堂／定員・80名(当日先着順)／費用・無料

　その他、学芸部担当スタッフのリレー形式によるギャラリー
トーク等を開催予定です。詳細は、当館ホームページ等でお知
らせします。

内容・いけばな草月流の第三代家元として知られ、陶芸、舞台美
術、映画監督などジャンルを越境して活躍した芸術家・勅使河
原宏。その没後25年の節目に合わせて、勅使河原が手がけた
映画作品の上映を行います。小説家・安部公房との協働、磯崎
新や三木富雄らによる美術の導入、1970年の大阪万博にお
ける4面マルチ・スクリーンを用いた作品上映など、斬新かつ
画期的な取り組みを行なった勅使河原の姿勢を、現在の視点
から見つめ直します。
とき・2/14(土)10:30～[A],13:15～[B],16:00～[C]
とき・2/15(日)11:00～[B],14:20～[C]
ところ・2階講堂／費用・無料
定員・80名（当日先着順、各回入替制）
上映作品・[A] 『砂の女』 （1964）、[B] 『他人の顔』 （1966）、
上映作品・[C] 『1日240時間』 （1970）
　※ 上映スケジュール等の詳細は、当館ホームページをご覧ください。
講演会・15日の最終上映終了後、友田義行氏（甲南大学教授）をお
招きし、1970年の大阪万博のために制作された短編映画『1日
240時間』を中心に、勅使河原宏監督作品についてご講演いた
だきます。［80分程度］

ところ・1階展示室
観覧料・一般200円（120円）、大高生100円（60円）
　※ (　)内は20名以上の団体料金
　※ 中学生以下と障害者手帳等をご提示の方(付き添い1名を含む)は無料

とき・12/6（土）～3/1（日）
　※ 会期中、一部作品の展示替えがあります。
　　 前期：1/25（日）まで、後期：1/27（火）から
◇ セレクション
　 ―大正から昭和へ
　大正期を中心とする日本近
代美術の動向を、当時の作
家たちに刺激を与えた西洋
美術の作品を交えてご紹介
します。
◇ MOMASのゆるい絵・素朴
な絵
　日本の近代絵画に見られる
微笑ましく可笑しい、「ゆる
い」表現をテーマにコレク
ションをご紹介します。

《関連イベント》
◯ ファミリー鑑賞会
　とき・2/18(水) 11:00～12:00
　内容・赤ちゃんや小さなお子様連れのご家族が展示を楽しめ
る鑑賞会です。
　費用・MOMASコレクション観覧料が必要です。
◯ コレクション・トーク
　内容・学芸員が展示作品から1点を選んで解説します。
　費用・MOMASコレクション観覧料が必要です。
　① とき・12/20（土） 15：00～15:30
　担当学芸員・菊地真央
　作品・熊谷守一 《馬頭観音》 1935-50年頃
　② とき・1/10(土)15:00～15:30
　担当学芸員・西尾真名
　作品・牧野虎雄 《晩き夏》 1927年
　③ とき・2月21日（土）15:00～15:30
　担当学芸員・鴫原悠
　作品・林倭衛 《西洋婦人》 1923年

とき・3/7（土）～5/31（日）
◇ セレクション 
　シニャック ほか 
◇ さいきんのたまもの
　近年新たに美術館のコレク
ションに仲間入りした作品
をご紹介します。
◇ 頭／体
　美術を通して表現される肉
体の神聖さや物質性、人間
の理性と本能をテーマに、
コレクションをご紹介しま
す。

《関連イベント》
◯ コレクション・トーク
　内容・学芸員が展示作品から1点を選んで解説します。
　費用・MOMASコレクション観覧料が必要です。
 　※ 3月中に実施予定です。日程が決まり次第、当館ホームページ等でお知らせ
します。

とき・2/7（土）～5/10（日）
ところ・2階展示室D／観覧料・無料
内容・江頭誠（1986-）は戦後日本で普
及した花柄の毛布を用いて、独自の
立体作品や展示空間を創り出す
アーティストです。古い家具や既製
品を毛布で包み込むことで、有機的
なフォルムを立ち上げるとともに、
物や空間が持つ記憶をゆるやかに
呼び起こしていきます。本展では
新作を交えたインスタレーション
を中心に紹介します。

《関連イベント》
◯ ワークショップ
　江頭さんと一緒に作品を制作します。制作物は3月中旬に館内
で展示予定です。
　とき・3月8日（日）13:30～15:00
　講師・江頭誠／ところ・3階創作室／定員・15名／費用・無料
　対象：埼玉県に在住または在学の小学3年生～中学生
　申込受付：2月12日（木）から電子申請による事前申込制。応募
者多数の場合は抽選。
　主催：埼玉県立近代美術館、美術と街巡り・浦和実行委員会
◯ 作家によるギャラリートーク
　とき・2月8日（日）13:00～14:00
　ところ・2階展示室D／費用・無料
◯ 担当学芸員によるギャラリートーク
　とき・2月23日（月・祝）15:00～15:30
　ところ・2階展示室D／費用・無料

とき・11/1（土）～1/18（日）
ところ・1階吹き抜けまわり
 ※ 無料スペース
内容・総合グランプリをはじ
めとする受賞作品のほか、
ご応募いただいた全73作品
を展示しています。

フリープログラム以外は、全プログラム事前予約制です。
当館ホームページからお申込みください。
《2月のプログラム》 
　2月分のお申込みを1/5（月）から受け付けます。
◯ フリープログラム　※事前申込み不要
　とき・2/7（土） 13:30～15:00
　対象・どなたでも／費用・無料
◯ 親子クルーズ
　とき・2/14（土）、21（土） 各13:30～15:00
　対象・小・中学生＋保護者／費用・500円
《3月のプログラム》
　3月分のお申込みを2/1（日）から受け付けます。
◯ みる＋つくる
　とき・3/7（土）、14（土） 各13:30～15:00
　対象・小・中学生／費用・500円
◯ フリープログラム　※事前申込み不要
　とき・3/21（土） 13:30～15:00
　対象・どなたでも／費用・無料
《4月のプログラム》
　4月分のお申込みを3/1（日）から受け付けます。
　詳しくは、2月より配布予定の専用チラシをご覧ください。
※ 応募が定員以上の場合は、抽選とさせていただきます。
※ 開催日が複数あるプログラムは、いずれも同じ内容を実施します。複数の実施日
にお申込みできますが、ご参加いただくのはそのうち１日のみとなります。

※ 日程・内容は変更される場合があります。最新の情報は各主催者へお問い合わせ
ください。

※ 展示により開室時間（特に最終日の終了時刻）が異なります。
◆ 1/6(火)～1/11(日)
　第28回凜の会展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1～4
◆ 1/13(火)～1/18(日)
　日洋会埼玉県支部小品展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 1/20(火)～1/25(日)
　文教大学教育学部学校教育課程美術専修
　卒業制作展・OBOG展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1、3
　Sculpting Light and Time 光と時間の彫刻
　デイブ・ペイン モノクロフィルム写真展 ・・・・・・ 一般展示室4
◆ 1/27(火)～2/1(日)
　国展100回記念五部門合同 第49回埼玉国展
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1～4
◆ 2/4 (水)～2/8(日)
　令和7年度埼玉県立美術系高等学校作品展・卒業制作展
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1～4
◆ 2/10(火)～2/15(日)
　第103代大東文化大学書道部校外展 ・・・・・・ 一般展示室1～2
　アートでつながる作品展
　第3回ファムスフェスティバル2026 ・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 2/17(火)～2/22(日)
　第45回野美展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室2
　第4回グループエスポワール絵画展 ・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 2/24(火)～3/1(日)
　埼玉大学教育学部芸術専修美術・図画工作分野有志展
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1
　第22回ネーチャーフォト支部写真展 ・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 3/3(火)～3/8(日)
　第51回埼玉書道三十人展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1
　第13回ラルゲット展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室2
　第48回埼玉現展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室3～4
◆ 3/10(火)～3/15(日)
　第13回埼玉植物画の会作品展 ・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室2
　第15回関口健司展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室3
　馬年だから展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 3/17(火)～3/22(日)
　第31回彩の国さいたまきりえ展 ・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室2
　第15回東京ワークス展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室3
　彩の国写真倶楽部・写真展[埼玉県立近代美術館・第21回展]
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 3/18(水)～3/22(日)
　TAKARABUNE2026 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1
◆ 3/24(火)～3/29(日)
　藤井松雄展（シャーマンの家シリーズ） ・・・・・・・・ 一般展示室2
　第9回ポローニア展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室3
　浦和領家手づくり絵本の会50周年記念展 ・・・・・ 一般展示室4

　今回は、おしゃれでかわい
らしい文庫本サイズのブック
カバーのご紹介です。表地は
思わず触っていたくなるダブ
ルガーゼ素材、裏地は帆布を
使っているのでしっかりと大
切な本を守ってくれます。便
利な栞つきで柔らかな布なの
で、本の厚みも変えられます。
ついスマホを見がちな毎日、
お気に入りのブックカバーを
つけてゆっくりと本を読む時
間を取ってみてはいかがで
しょうか。

星燈社・書くるみ
約28.5㎝×16㎝（広げた状態）

綿100%／日本製／1650円（税込）

公募展 応募作品展示中
「みつめて、 かんじて、 たべてみて！ －作品のみかた・味わいかた」

2026.1         2026.3

「MOMASのとびら」のページ
https://pref.spec.ed.jp/momas/MOMASのとびら

一般展示室 ( 地階 )

MOMAS コレクション （収蔵品展）

※当館に専用駐車場はありませんが、提携駐車場「タイムズ 埼玉県立
　近代美術館東」では駐車料金の割引があります。
　お体の不自由な方のご来館には業務用駐車場を提供いたします。
　ただし、台数に限りがありますので、事前にご連絡をお願いします。

交通・JR京浜東北線 北浦和駅西口より徒歩3分（北浦和公園内）。

発行・埼玉県立近代美術館　編集・佐藤美絵／菊地真央　原稿執筆・  (Y.T.) 吉岡知子 /(S.A.) 佐伯綾希 / (S.Y.) 篠原優 / ((K.M.) 菊地真央 / (O.N.) 大島伸夫　広報協力・ JR 東日本大宮支社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 画像等転載不可 

※ 本紙記載の展覧会やイベントは、変更・中止となる場合があります。ご来館前に当館ホームページで最新情報をご確認ください。

彩の国
埼玉県

美術館ホームページ

所在地・〒330-0061 埼玉県さいたま市浦和区常盤 9-30-1
TEL・048-824-0111　FAX・048-824-0119　MAIL・p240111@pref.saitama.lg.jp
開館時間・10:00～17:30（展示室への入場は 17:00 まで）
休館日・月曜日（1/12、2/23は開館）、12/30～1/3
入館料・無料　観覧料・上記をご覧ください。

ミュージアム ・ シアター
没後 25 年　勅使河原宏　―美術、 文学、 テクノロジー―

野島康三と斎藤与里
―美を掴む手、 美を興す眼

コレクションの舞台裏
―光をあてる、 掘りおこす。 収蔵品をめぐる 7 つの試み

アーティスト ・ プロジェクト　#2.09 江頭誠

夢見る薔薇 〜Dreaming Rose〜

モーリス・ドニ
 《トレストリニェルの岩場》 
1920年、油彩・カンヴァス

ポール・シニャック 《アニエールの河岸》
1885年、油彩・カンヴァス

斎藤与里 《法々華経》 1909年頃
油彩・カンヴァス、碌山美術館蔵

アート体感ワークショップ

MOMAS のとびら

江頭誠 《恐竜》 2023年
（参考画像）

ミュージアムショップおすすめ商品

　企画展「野島康三と斎藤与里」（～1/18まで）で取り上げた加須出身の洋画家・斎藤与
里の画業において、特に興味深いのは、晩年の与里の数多くの作品が、子供の描いた絵を
彷彿とさせることです。明治時代にフランスへ留学し、その後も最新の西洋美術の動向
を学び取り入れた与里が至った絵画表現は、絵の技法や形式を内にひそめ、あたたかな
色彩による柔らかな雰囲気を醸し出すものでした。企画展最後の章で展示している《柿》
の、童話のような優しい色調とほのぼのとした作風には、なんとも素朴な趣があります。
　美術における「素朴」と言えば、日本美術史家・矢島新氏の著作『日本の素朴絵』（2011
年）をご存じの方も多いかもしれません。日本美術に脈々と流れる、微笑ましく、時に可
笑しい表現が見られる絵を「素朴絵」と名付けて、絵巻物や禅画など、中近世の美術に見
出せる素朴絵を数多く取り上げています。それでは、近代以降の「素朴絵」を選ぶなら
…？脱力するような軽妙な表現を「ゆるい」、童画のような簡潔でのびやかな表現を「素
朴」な絵と言い表し、今回のMOMASコレクションでは、当館の「ゆるい絵」、「素朴な絵」
をご紹介します。
　先にご紹介した与里は、《兎》のような軽やかな表現の日本画も
描いています。同じく墨と淡彩で描いた《山水》では、山の景色に
画賛が添えられており、南画の形式そのものです。日本では、画家
の内面性や精神性を重視する表現主義と、江戸時代に日本で成立
した南画に共通性を見出し、明治時代末頃から、南画の要素を取
り入れた絵画を描く作家が増えました。洋画家の森田恒友は、欧
州滞在後、大正から昭和の時代にかけて日本の風景を墨と淡彩で
描いています。軽やかな墨の線と淡い色使いで表現された風景
は、詩情を感じさせます。そして、風景に溶け込むように小さく描
かれた人物は独特な表情で、不思議な魅力が感じられます。
　日本画家が描いた素朴な絵を探すと、大林千萬樹の、平明な人
物表現と明るい色彩を特徴とする《編笠茶屋》が挙げられます。
まさに中近世の絵巻物や絵草紙に出てきそうな絵画です。千萬
樹は情趣のある美人画を得意とした一方で、こうした素
朴な江戸風俗画も多数描きました。
　MOMASのゆるい絵、素朴な絵は、それぞれ思わず微
笑みながら、肩肘を張らずに楽しむことのできる絵画で
す。しかし、描線や構図、色彩、余白の取り方は、やはり絵
の修練を積み、独自の表現を獲得しようと模索した画家
にしか出すことの出来ない、絶妙なものです。それぞれ
の作家がどのような試行錯誤を経て、ゆるい、素朴な表
現に至ったのか、ぜひ想像しながらお楽しみください。 
（K.M.)

埼玉県立近代美術館 夏休みワークショップの記録
大村雪乃さんとともに体感したアートの魅力
　「見てみてっ！近くで見ると丸シールで描かれているよ！
すごいね！！」そんな驚きの声が聞こえてきました。
　今年の夏、埼玉県立近代美術館では特別なワークショップ
が開催されました。講師に迎えたのは、丸シールを用いた独
創的なアートで知られる大村雪乃さん（現代美術家）。イベン
ト名は「丸シールでアート作品に挑戦！」です。予約制で行わ
れたこのワークショップは、定員を超える応募があり、当日
は笑顔溢れる参加者で賑わいました。
　丸シールを重ねたり、色の組み合わせを工夫したり、誰も
が自分らしい表現に挑戦でき、参加者同士が「面白い工夫を思いついたね」と声を掛け合う様子は、ま
さに創造性とコミュニケーションが交差する場となっていました。子どもたちが夏休みの美術館で
の思い出の1ページを作り、大人たちも童心に帰ってアート制作に没頭する姿が印象的でした。
　さらに、多くの来館者に丸シールアートの魅力を体験してもらうため、大村さんの手法を参考に関
連イベントとして「海の世界」と「宇宙の世界」をテーマにした、飛び入り参加可能なプログラムも実
施しました。予約不要で気軽に参加できる点が好評を博し、連日の猛暑にもかかわらず盛況で、美術
館ボランティアの協力も得て、縦2メートル・横7メートルという巨大な画面2枚分の共同作品が生み
出されました。
　完成した巨大パネルは美術館1階の吹き抜けまわりの壁面に展示されました。作品の周囲には、館
の特色あるデザイン椅子を多数配置。展示は当初8月31日までの予定でしたが、予想以上の反響によ
り9月30日まで延長となりました。夏休みが終わっても、自分の作品に再会するため美術館を訪れる
参加者を見かけることができました。
　パネル展示後には、大村雪乃さんによる講評も掲示され、個性が光る丸シールアートは、大村さん
の世界観とともに、多くの人々の心に新たな発見や感動をもたらしました。美術館職員も、来館者と
アートが生み出す素晴らしい交流と創造性に深く心を動かされました。
　この夏、埼玉県立近代美術館で開催された丸シールワークショップは、参加者一人ひとりの自由な
発想と挑戦がひとつになり、アートの可能性と楽しさを体感できる特別な時間となりました。大村雪

乃さんの丸シ
ールの世界
は、これから
も多くの人々
に創造の喜び
を届けてくれ
ることでしょ
う。 （O.N.）
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MOMAS のゆるい絵 ・ 素朴な絵
「MOMAS のとびら」 夏休み拡大版 サマー ・ アドベンチャー

丸シールで広がる創造の世界

斎藤与里 《兎》
制作年不詳、彩色・紙

斎藤与里 《山水》 制作年不詳、彩色・紙

草間彌生 《THE WOMAN》 
1953年
油彩・水彩・パステル・鉛筆
Ⓒ YAYOI KUSAMA




